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（10）感動！「自動車塗装 CN 研究会」の取り組み
奴間　伸茂 *1

持続可能な社会の実現を目指す SDGs

*1　塗料塗装技術研究所　代表

1．はじめに
　2021 年夏季号から、「持続可能な社会の実現を目指
すSDGs」というテーマで、以下のように執筆してきた。
　2021 年夏季号；
　「（1）まずは SDGs を知り尽くそう《SDGs 保存版》」
　2021 年秋季号；
　「（2）ビジネスを持続可能にする SDGs を！」
　2022 年新年号；
　「（3）塗料・塗装産業分野における取組とは」
　2022 年春季号；
「（4）線形経済から循環経済へ～限りある資源の効
率的な利用を～」

　2022 年夏季号；
　「（5）さあ、始めよう SDGs ！」
　2022 年秋季号；
　「（6）まだまだ、これから SDGs ！」
　2023 年新年号 ;
　「（7）原材料メーカーの取組みに学ぼう！」
　2023 年夏季号；
　「（8）粘り強く CO2、VOC の削減を！
　　《参考》チャット GPT 注意しつつ有効活用を！」
　2023 年秋季号
　「（9）すごいぞ！身近な仲間の SDGs の取り組み」

　昨年（2023 年）、9 月 29 日、および、11 月 2 日、「自
動車塗装 CN 研究会主催、一般社団法人 日本塗装技
術協会共催の「自動車塗装におけるカーボンニュート
ラル勉強会」が対面方式で開催された。
　「自動車塗装 CN 研究会」は、日本の自動車メーカー
8 社（トヨタ自動車、日産自動車、本田技研工業、マ
ツダ、三菱自動車工業、スズキ、SUBARU、ダイハ
ツ工業（商号略））がカーボンニュートラル達成に向
けてベクトルを統一して一般社団法人 日本塗装技術
協会に設立された。
　OEM 共通の方向性（ニーズ）を発信し、各業界の
関連会社と OEM で協調して塗装のカーボンニュート
ラルに対する革新的技術の共同研究に取組むことを目
的としている。
　塗装業界として史上初の取り組みである！

2.　「自動車塗装 CN 研究会」の凄さ！
　「塗装業界として史上初の取り組みである！」と書
いたが、自動車業界にとっても、いや、「日本の産業
界にとっても史上初の画期的な取り組み」ではないだ
ろうか。

　一般社団法人 日本塗装技術協会（以下、JCOT）の
代表として、はじめて自動車塗装 CN 研究会（以下、
CN 研究会）の会議に参加するに際し、私は大変緊張
していた。なにしろ、塗料・塗装業界にとって最も大
切なお客様たちの代表が一堂に会しているのだ。皆さ
ん日頃真剣に競い合っている方々である。
　しかし、会場の雰囲気は予想に反して、明るく、笑
いの絶えないものであった。日々、正々堂々と、切
磋琢磨しあっている者同士が共有するスポーツマン
シップのようなものを感じた。
　日本の産業界、自動車業界のトップの方々も、「日
本の自動車業界全体の CN 達成に向けて取り組んでい
く思い」を共有されていた（図１）。
　なお、本稿で転載させていただいた図は、トヨタ自
動車株式会社 高岡工場塗装成形製造技術部 塗装成形
計画室 光﨑 守氏が JCOT2023 年度第 3 回講演会でお
話しされた、「自動車塗装 CN 研究会での取組み活動
の紹介」で使用されたスライドの中から提供くださっ
たものである（転載禁止）。講演要旨集は以下から購
入可能。
　http://jcot.or.jp/yokousyu.html
　是非、入手して読んでいただきたい。
　2022 年前半までは、日本の自動車メーカー：OEM
は各社 CN 達成に向けた方向性がバラバラであった
が、CN 研究会としての活動開始後は、真剣に議論を
重ね、OEM 共通の方向性（ニーズ）を発信し、各業
界と一緒に協調して革新技術の共同研究に取組むこと
になった（図２）。

3.　「低温化」など 4 つの WG を設定
　自動車産業から排出される CO2 量を各 Scope 毎に
示す（図３）。Scope3 の割合が圧倒的に多いが、工場
からの CO2 排出量（Scope1、Scope2）の低減は不可
欠である。

図１　CN 達成の実現に向けて／モビリティ委員会にて
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図２　CN 実現に向けた OEM・業界一体となった活動

図４ 自動車工場　工程別 CO2 排出量比率

図３　自動車産業における Scope 別 CO2 排出量
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　自動車工場における工程別 CO2 排出量の比率を 
図４に示す。塗装工場の占める割合が大きいことが分
かる。
　そこで、CN 研究会では以下の 4 つの WG を設定し、
より深く検討している。
・	 低温化 WG；塗装された塗膜の硬化温度の低下など

処理温度を下げる検討を行う。
・	 ブースレス WG；塗装ブースを小さくする／無くす

検討を行う（インクジェット方式、フィルム化な
ど）。

・	 エネルギー置換 WG；ガス使用量の低減技術を検討
する。

・	 CFP（カーボンフットプリント）WG；CO2 試算方
法の検討を行う。

4.　SDGs 達成のための理想的な姿！
　CN 研究会では、カーボンニュートラルが達成され
たあるべき姿、それに至るシナリオ、必要な技術等
を塗料メーカー、より上流の原料メーカー、鉄鋼メー
カー、設備メーカー、研究機関等に発信して、産業界
を巻き込んで、協調してカーボンニュートラルを達成
する革新的技術の共同研究に取組もうとしている。
　塗料・塗装に携わる者にとって、SDGs の最も大切
なゴールは、

ゴール 13 　気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減
するための緊急対策を講じる

であり、そのためにやるべきことは、

ゴール９ 産業と技術革新の基盤を作ろう
強靱（レジリエント）なイン
フラ構築、包摂的かつ持続可
能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る

ことだと考える。
　すなわち、具体的に言えば、カーボンニュートラル
実現のための技術の構築である。
　しかし、それは一社だけでは達成困難な課題である。
　そこで、CN 研究会は、これまでにない広いパート
ナーシップで目標を達成しようとしている。

ゴール 17　パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施
手段を強化し、グローバル・
パートナーシップを活性化す
る

が不可欠となる。
　これまで、このパートナーシップの必要性は様々な
ところから発信されてきたが、具体的に実践され、成
果を上げている例には、少なくとも筆者は巡り合った
ことはない。
　ところが、日本の自動車メーカーは、まさに、「パー
トナーシップで目標を達成」しようとしているのだ。
　SDGs 達成のための理想的な姿ではなかろうか。
どうか読者の皆さんも、各々の SDGs 達成に向け頑
張っていただきたい。
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コーティングジャパン 2024 IPCO DAY セミナーを終えて

髙橋　大 *

トピックス

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌上をお借
りして厚く御礼申し上げます。一般社団法人国際工業
塗装高度化推進会議（以下 IPCO）は、環境問題をは
じめとして工業塗装に数多く立ちはだかる諸問題を解
決するべく 2007 年に立ち上げた「工業塗装高度化協
議会」を前身とし、2017 年 10 月に一般社団法人化し
現在に至ります。
　IPCO では関東・関西で開催される塗料・塗装の展
示会「コーティングジャパン」内での講演会を 2021
年 12 月の第 4 回コーティングジャパン東京より担当
しています。その時から 2 日間が日本塗装機械工業会
( 以下 CEMA ) 様、1 日を IPCO が担当していました。
2023 年 5 月第 6 回コーティングジャパン関西から日
本塗料工業会 ( 以下 JPMA) 様にも 1 日分の講演を担
当していただくこととなり、CEMA、JPMA、IPCO
の 3 団体での 1 日ずつを担当する形になっています。
　 当 初 は IPCO の 活 動 や IPCO 会 員 企 業 の 紹 介、
IPCO 団体会員であるパウダー協様には毎回１枠の講
演で粉体塗料や粉体塗装機などパウダー協内でのト
ピックの紹介をお願いしていました。しかし、現在は
CEMA が塗装機械、JPMA が塗料と棲み分けができ
ている中、IPCO としては環境や人口減少といった工
業塗装を取り巻く諸問題を解決する塗装機械、塗料以
外からの切り口でのテーマを選定しています。
　その結果、今回はパウダー協会員会社から 2 社、賛
助会員会社から 1 社の講演をいただく形となりまし
た。（後に書く IPCO カンファレンスではパウダー協
会員会社の講演が 3 社となりました）

　パウダー協理事を務める私としては、身贔屓となる
かもしれませんが、それだけパウダー協会員各社が高
い意識をもって事業に取り組んでいらっしゃる結果だ
と捉えています。
　今回、第 7 回塗料・塗装設備展コーティングジャパ
ン大阪 2024 は 5 月 8 ～ 10 日までインテックス大阪に
て開催され、IPCO は初日（5 月 8 日）の講演を担当
しました。当日の講演は下表をご参照ください。

アンケート結果について
　当日、講演を聞いていただいた方に実施したアン
ケート結果について概略をご説明します。
　まず、このセミナー開催をどこで知ったか？です。
　CJ ＝コーティングジャパン、入口＝講演会場入口
で講演を知ったという方が 6 割近くにも及んでいま
す。つまり、このコーティングジャパンでの講演は、
当日展示会にいらっしゃった方がたまたま講演を聞く
ということが多く、不特定多数の方に聞いていただけ
ていることがわかります。
　講演については、ほとんどの方が参考になると書い
てくださっています。
　塗料・塗装業界で興味あることについては、展示会
にいらっしゃる方は塗料や塗装機器といったより具体
的な情報を求めていらっしゃっていることがわかりま
す。
　これらの結果を見て、自社で PR したいことがある
ようでしたら、ぜひ私宛にご相談ください。よろしく
お願いいたします。

* 一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議　副理事長
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日本ペイント・サーフケミカルズ（株）　三浦氏

（株）ヒバラコーポレーション　小田倉氏（株）アオイ　菊地氏

（株）ヒートエナジーテック　尾崎氏

戸﨑産業（株）　戸崎氏



13

パウダーコーティング　Vol.24 No. 3

5 年ぶりの IPCO カンファレンスの開催を終えて

髙橋　大 *

トピックス

　平素は当社団へのご理解、ご協力を賜り誌上をお借
りして厚く御礼申し上げます。コーティングジャパン
での講演報告に続いて、第 3 回 IPCO カンファレンス
の報告をします。
　一社）国際工業塗装高度化推進会議（IPCO）では、
工業塗装の社会的地位と認知度の向上をはかり、日本
のものづくりに貢献し産業の発展に寄与する目的で

「第 1 回 IPCO カンファレンス」を 2018 年に開催しま
した。翌年に第 2 回を開催しましたが、コロナ禍で中
断し、5 年ぶりに「第 3 回 IPCO カンファレンス」を
本年 5 月 31 日に開催しました。
　地独）東京都立産業技術研究センター様と共催とさ
せていただき、東京都立産業技術研究センター本部内

の「東京イノベーションハブ」において、副題を「こ
れからの工業塗装をひもとく～ CN と人材確保の具体
的対策～」とし経済産業省様の基調講演をはじめ全 6
講演、10 社の展示をいたしました。
　当日は講演会には約 100 名の方に、講演終了後の交
流会には約 70 名の方に参加いただきました。
　企画が都合により本年 2 月からのスタートとなり準
備期間が短く、講演者・展示社・スタッフ・聴講者の
みなさまにご迷惑をお掛けしこの場を借りてお詫び申
し上げます。
　しかしこの準備期間中に講演者からは「もっと話す
時間が欲しい」、展示社からは「もっとスペースがあっ
てもいい」、聴講者からは「質問の時間が少ない」と

* 一般社団法人 国際工業塗装高度化推進会議　副理事長



14

パウダーコーティング　Vol.24 No. 3

の声があり、準備の至らなさを感じる反面、皆さまの
熱心さが過去 2 回とは明らかに違っていることを感じ
ました。交流会も急遽会場を拡大し大勢の方に参加い
ただけるようにし、意見交換を活発にしていただくこ
とができました。
　また、今回は経済産業省井出課長補佐様、東京都立
産業技術研究センター瓦田部長様とも、できるだけ聴
講者のためになるようにと事前ヒアリングや各地への
見学で工業塗装の実情を知っていただいた上での講演
でしたので、一般論だけで終わらなかったこともこの
場でご報告しておきます。

アンケート結果について
　当日、講演を聞いていただいた方に実施したアン
ケート結果の一部をご説明します。
　講演会全体について、テーマ選定、分かりやすさ、
内容の具体性のほぼすべてにおいて「非常に良い」ま
たは「良い」という評価をいただきました。

　今後実施を望むテーマに関しては、前述のコーティ
ングジャパンとは違い、「自動化・ロボット化」、「環
境対策設備」「脱炭素」と具体的なテーマを望む声が
多いという結果となりました。
　その他、個別の講演についてもアンケートを取って
いますが、ほとんどが「非常に良い」「良い」という
結果となっており、8 割以上が「非常に良い」という
評価を得た講演もありました。
　以上、「第 3 回 IPCO カンファレンス」のご報告と
なります。次回の日程は未定ですが、必ず開催します
ので、たくさんのみなさまのご参加を心からお待ちし
ています。よろしくお願いいたします。
　また、IPCO では今年度より合同会議が 3 カ月に一
度開催されることになりました。リアル・オンライン
のハイブリッド形式での開催となりますのでご興味あ
る方はご参加ください。
　IPCO 活動に関して今後ともご指導ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
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IPCO 坂井理事長挨拶

東京都立産業技術研究センター　角口理事挨拶

経済産業省 素材産業課　井出氏

東京都立産業技術研究センター　瓦田氏

（株）花菱塗装技研工業　稲田氏、吉野氏

中小企業基盤整備機構　馬場氏

（株）ヒバラコーポレーション　小田倉氏
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東京都立産業技術研究センター　鈴木氏

筒井工業（株）　前島氏

戸﨑産業（株）　戸﨑氏
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一般社団法人 日本塗料工業会 標準化委員会の見学会に同行して   

 事務局 立花敏行 

一般社団法人 日本塗料工業会（日塗工）の標準化委員会の見学会が 7 月 4 日、5 日に開催さ

れました。毎年この時期に東西の中間地点である中部地区で企業や研究機関等を見学され、知見

の向上と標準化委員会メンバーの相互の交流を深めることを目的として開催されています。 

本年は、当協同組合の会員企業である筒井工業様への見学希望が日塗工よりあり、前島社長様

には快諾いただきました。私が日本ペイント㈱の名古屋営業所に在籍していた、1993 年～1999

年の 6 年間に一度だけ、粉体塗料の推進を目的に筒井工業様に訪問させていただきました。30

年ほど前のことで記憶も薄れていますし、日本パウダーコーティング協同組合の事務局として、

標準化委員会の見学会に同行させていただき、筒井工業様を見学させていただくことにしました。 

見学会の参加者は、標準化委員会の北村委員長(イサム塗料社長)、松井副委員長(東京ペイン

ト社長)を始め日塗工会員企業の委員の方々及び日塗工常務理事 2 名(田桐様、金地様)に委員会

事務局の小川部長に私を加えて総勢 14 名が見学会に参加しました。集合場所は、筒井工業様の

最寄り駅である JR 東海武豊線の亀崎駅で、当日名古屋は猛暑日となり 37℃まで気温が上昇する

との予報で、集合時間まで 30 分前だったので、炎天下での時間待ちは危険であり、駅近くの喫

茶店に飛び込み水分補給（有ってよかった）。 

歩くという意見もありましたが、高温下での徒歩移動は無謀との判断で、4 台のタクシーに分乗

し筒井工業様に移動しました。 

まず、会議室にご案内いただき涼を取った後、前島社長様より筒井工業様について、工場の特

徴や差別化商品開発等についてご紹介いただきました。社内で新意匠の発表の機会を作り、社員

の方々が創意工夫された新意匠が商品化につながった事例や他社に負けない品質管理についても

ご説明いただき、塗装現物も拝見させていただきました。続いて工場見学をさせていただきまし

た。4名 1組に説明役として社員の方 1名がついて場内を案内していただきました。 

   

       街灯ポールの塗装             街灯ポール焼付け完了 

    

     街灯ポール焼付け完了(別グループ)                  街灯ポール梱包 
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今回の見学会参加メンバーのほとんどが、汎用塗料に係わる方で工業塗装に係わったことが無い

方も多く、皆さん興味深く見学をされていました。 

私の感覚ですが、外気温予報 37℃にしては、予想以上の高温環境ではなかったように感じま

した。大型のワークが多いこともあってワークを冷却するために大型扇風機とミストスプレーが

使われていたことも作業場の温度を下げる効果があるのかもしれません。とは言え外気温より高

いことには変わりありません。その状況で、見学に来た我々が作業の邪魔になる可能性もあるに

もかかわらず、元気の良い清々しい挨拶を交わしてくれたことも、気分的に暑さを軽減してくれ

たのかもしれません。工場内どの現場に行っても同様の挨拶があり、応える我々の挨拶もワント

ーン上がっていたように思えます。後で前島社長様にメールでお聞きしたのですが、挨拶運動や

挨拶をしなさいといった指導は一切されておらず、来客に挨拶を誉めていただいたことを社員の

方々に伝え、社員全員を称えて自主性を培っておられるようです。やらされ感をいかに排除する

かが、筒井工業様の取り組みの基本精神になっているそうです。 

 工場見学を終了し、休憩に入りカフェ（喫茶？）筒井工業でコーヒーを頂戴し、のどを潤した

後、前島社長様の真骨頂である人材確保・定着・育成についてのお話を聞きました。 

筒井工業様の人材確保できなかった危機的な状況のお話、改革への着手により人材が確保でき

るようになってきたお話、社員の方々がいきいきし活性化されたことにより、30 ものプロジェ

クトが自走し、プロジェクトの中には人材確保のための採用・育成・定着に係わるものまで有る

とのお話、ＬＡＢプロファイル🄬🄬とコーチングが人の心を動かし自主性を促し、社内改革できた

お話などをご紹介いただき見学会を終了いたしました。 

見学会参加者の方々のほとんどが部下を何人ももつ方で、部下との接し方、育成の仕方の参考

になったのではないかと感じています。会社に戻り前島社長様のお話を実践につなげていただけ

れば、大成功ではないかと考えています。 

 今回の見学会の対応のために事前に色々とご準備いただきました前島社長様を始め事務所の

方々、現場の方々、見学に同行説明いただいた技術の方々がお時間を割いて我々に対応いただき

感謝申し上げます。また、日塗工の標準化委員会事務局の小川部長様、ご準備と見学会のご対応

大変ご苦労様でした。小生も参加させていただきましたこと感謝申し上げます。 

  

以上 
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「夏富士」
　8月初旬に南アルプス南部の山々に登った。
　良く晴れた日々に恵まれて、山岳写真の撮影にも気
合いが入る。下山の日に目に入った夏の富士山は、陽
もまだ当たらず黒々とした山肌で端正な姿が印象的
だった。
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